
　

感
動
体
質

　

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
さ
ん
と
、久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
。

68
歳
ら
し
い
の
だ
が
、
年
相
応
で
は
な
い
の
だ
。
形

容
す
る
こ
と
ば
を
探
し
て
は
み
た
も
の
の
、「
若
々

し
い
」と
し
か
こ
と
ば
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　

出
来
な
い
と
い
う
否
定
形
は
使
わ
な
い
。
想
い
を

こ
と
ば
や
行
動
に
表
し
て
み
る
。
自
分
の
夢
や
意
志

に
前
向
き
に
生
き
て
き
た
。
何
か
を
始
め
る
の
に
、

遅
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
「
自
分
の
吉
日
は
先
送
り
し
な
い
主
義
」
で
や
っ

て
き
た
。
ジ
ュ
デ
ィ
さ
ん
は
、「
き
ょ
う
が
い
ち
ば
ん

若
い
日
」だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

い
ま
で
も
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、

胸
が
高
鳴
っ
て
心
臓
の
音
が
聞
こ
え
る
と
い
う
『
感

動
体
質
』だ
。
版
画
歴
も
43
年
に
な
る
が
、「
こ
れ
は

絵
に
な
る
」
と
い
う
も
の
に
出
合
う
と
、
ド
キ
ド
キ

し
て
く
る
。
う
ま
く
描
け
て
い
る
と
き
は
、
興
奮
し

て
胸
の
鼓
動
が
聞
こ
え
て
く
る
。
血
液
の
循
環
が
よ

く
な
っ
て
、
体
に「
気
」が
ま
わ
る
感
じ
が
す
る
そ
う

だ
。

　

１
９
５
０
年
、
台
湾
生
ま
れ
。
３
歳
で
来
日
し
、

11
歳
の
と
き
、
日
米
合
作
映
画
『
大
津
波
』
で
デ
ビ

ュ
ー
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
、
舞
台
で

活
躍
し
、
１
９
６
６
年
に
は
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
た
。
１
９
７
９
年
に
「
魅
せ

ら
れ
て
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
し
た
。

木
版
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、

日
展
特
選
を
受
賞
。
国
内
外
で

木
版
画
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、

８
月
４
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で

名
古
屋
の
古
川
美
術
館
で
版
画
展
を
開
催
す
る
。

　

お
手
本
は
両
親

　

父
は
96
歳
。
母
は
91
歳
で
、
二
人
と
も
台
湾
で

元
気
に
し
て
い
る
。
年
を
重
ね
る
と
、
知
識
も
経

験
も
積
ま
れ
て
い
く
が
、
体
の
衰
え
は
否
め
な
い
。

さ
す
が
に
父
も
足
腰
が
弱
っ
て
、
あ
ま
り
歩
け
な

く
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
よ
し
と
し
て
「
自
分
が

歩
け
る
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と
だ
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
。
葛
藤
し

つ
つ
も
、「
自
分
へ
の
引
き
算
」を
許
す
こ
と
で
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
れ
た
。

　

母
は
昔
か
ら
、
物
事
は
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら

な
い
と
考
え
る
人
。
私
が
悩
ん
で
い
る
と
「
そ
ん
な

も
の
、
ど
こ
か
に
ふ
っ
飛
ば
し
ち
ゃ
い
な
さ
い
」
と

い
う
よ
う
な
潔
さ
が
あ
る
。

　

両
親
の
生
き
方
考
え
方
は
、
自
分
の
道
標
に
な
る
。

「
魅
せ
ら
れ
て
が
ヒ
ッ
ト
し
た
頃
は
睡
眠
時
間
が
四

時
間
で
し
た
が
、
い
ま
は
絶
対
に
無
理
で
す
し
、
体

の
回
復
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
当

た
り
前
の
こ
と
。
昔
の
自
分
を
よ
く
が
ん
ば
っ
て
き

た
ね
と
ほ
め
て
あ
げ
て
、
い
ま
の
自
分
を
認
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」。

　

父
に
い
わ
れ
た「
悦
巳
悦
人（
え
つ
み
え
つ
じ
ん
）」

と
い
う
言
葉
を
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
。

　

自
分
が
喜
び
、
人
も
喜
ぶ
行
い
を
す
れ
ば
世
の
中

が
う
ま
く
い
く
と
い
う
中
国
の
古
く
か
ら
の
教
え
で
、

人
生
を
歩
む
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
い
わ
れ

た
。
し
か
し
相
手
は
よ
く
て
も
自
分
が
不
愉
快
に
な

っ
た
り
、
そ
の
逆
も
あ
っ
た
り
し
て
、
実
践
は
け
っ

こ
う
難
し
い
も
の
だ
。

　
「
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
バ
レ
エ
を
や
っ
て
い
た
の

で
、
上
手
に
踊
れ
る
と
自
分
も
う
れ
し
く
、
み
ん
な

に
拍
手
な
ん
か
さ
れ
る
と
さ
ら
に
う
れ
し
く
な
っ
た

も
の
で
す
。
歌
を
唄
っ
て
い
る
の
も
、
み
な
さ
ん
に

喜
ば
れ
る
こ
が
自
分
の
喜
び
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
」。

　
「
父
は
私
が
帰
化
し
て
も
中
国
文
化
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
、
中
国
の
教
え
を
い
ろ
い
ろ
伝
え
て
お
こ

う
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
世

界
の
平
和
が
保
た
れ
る
と
も
い
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

ほ
ほ
え
み
談
義

　

６
年
ぶ
り
に
新
曲
「
ほ
ほ
え
み
を
あ
り
が
と
う
」

を
出
し
た
。

　
「
ア
ハ
ハ
と
笑
う
の
は
自
分
が
お
か
し
い
か
ら
で

す
が
、
ほ
ほ
え
み
は
相
手
に
手
渡
す
も
の
で
す
。
親

が
子
に
ほ
ほ
え
む
と
か
、
誰
か
が
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ

た
と
か
、
ほ
ほ
え
み
は
相
手
に
愛
を
与
え
た
い
と

き
に
出
る
も
の
。
そ
の
心
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
」。

　
「
い
ま
ほ
ほ
え
み
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、
機
械
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
な
っ
て
、
相
手
の
顔
が
見
え
な

い
せ
い
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
、
あ
り
が
と
う
と
い

う
言
葉
も
あ
ま
り
い
わ
な
く
な
り
ま
し
た
」。

　
「
あ
り
が
と
う
」の
反
対
言
葉
は「
当
た
り
前
」。
す

べ
て
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、「
あ
り
が
と
う
」と
感

謝
の
気
持
ち
を
も
つ
べ
き
だ
と
、
２
人
で
意
見
の
一

致
を
み
た
。

　
「
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
お
水
が
出
て
く
る
の
は
、
当

た
り
前
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
世
の
中
が
便
利
で
平
和

だ
と
、
あ
り
が
と
う
と
思
う
気
持
ち
を
忘
れ
ち
ゃ
う

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

　
「
私
も
出
か
け
る
前
は
祭
壇
に
無
事
を
祈
り
、
帰

っ
て
き
て
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
で
お
線
香
を
上

げ
ま
す
。
あ
ら
、
こ
れ
っ
て
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ

さ
ん
の
会
話
み
た
い
だ
わ（
笑
）」。

　

68
歳
の
ば
あ
さ
ん
と
65
歳
の
じ
い
さ
ん
の
会
話
に

は
違
い
な
い
。

　

毎
日
寝
る
前
に
、
口
角
を
上
げ
て「
に
こ
～
っ
」と

笑
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
筋
肉
に
覚
え
さ
せ

て
笑
っ
た
ま
ま
寝
る
と
、
朝
も
気
持
ち
よ
く
目
覚
め

る
そ
う
だ
。

　
「
人
の
縁
も
笑
顔
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
私
が
中
国

で
世
界
平
和
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
と
き
、
日

本
か
ら
来
た
子
と
中
国
の
子
が
笑
顔
を
交
わ
し
合

っ
た
こ
と
で
親
し
く
な
り
、
中
国
の
家
庭
に
食
事
に

招
か
れ
た
そ
う
で
す
。
の
ち
に
日
本
人
の
子
か
ら
お

手
紙
が
来
て
、『
中
国
も
日
本
も
箸
を
使
う
文
化
。
中

国
で
は
箸
を
縦
に
置
き
、
日
本
で
は
横
に
置
く
け
ど
、

ど
ち
ら
も
間
違
い
じ
ゃ
な
い
。
お
互
い
の
文
化
を
認

め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
』
と
書
か
れ
た
の
を
読

ん
だ
と
き
、
膝
を
打
ち
ま
し
た
。
人
は
実
際
に
触
れ

合
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
そ
れ
が
国
際
平
和
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」。
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■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

好評
発売中

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

わが町、わが店、この道一筋。出逢いとコミュニケーション　あかい新聞店ホームページ  http://www.akai-shinbunten.net  ＜発行所＞あかい新聞店  武豊店/知多郡武豊町字金下37番地 ☎＜0569＞72-0356　常滑店/常滑市市場町4丁目167番地 ☎＜0569＞35-2861

〒475-0032 愛 知 県 半 田 市 潮 干 町 1 番 地の2 1
TEL 0569-29-2525（代）　FAX 0569-29-4500  
http://www.handa-cp.co.jp

クロスメディアを総合力でプロデュースする

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

俳画／イネ・セイミ

村
上
信
夫

撮影・中川真理子

　

き
ょ
う
が
い
ち
ば
ん
若
い
日

〜
歌
手　

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
さ
ん
〜
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家

第 360 号

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

私たちは地域に根ざす企業を目指します

7月14日（土）・28日（土）
8月11日（土）・25日（土）
9月8日（土）・22日（土）

2018

毎月第2・4土曜日開催

開催日【2018年常滑駅前活性化イベント】

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館　

ホ
ー
ル

▼
第
十
回TOKONAM

E

ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
五
日
㈰　

開
場　

午

後
一
時　

開
演　

午
後
一
時
半（
～

同
四
時
）　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局　

☎
35
─

２
９
２
０

▼16th　

DANCE FESTA

・
十
九
日

㈰　

開
場　

午
後
一
時　

開
演　

午

後
一
時
半（
～
同
四
時
半
）　

入
場
無

料　

問
合
せ　

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会　

☎
０
９
０
─８
３
２
１
─

４
７
７
４（
吉
田
）

▼
玉
置
浩
二 CONCERT TOUR 

2018

～60
 ̓CARNATION

～
・

二
十
六
日
㈰　

開
場　

午
後
五
時　

開
演　

午
後
五
時
半　

チ
ケ
ッ
ト
完

売　

問
合
せ　

常
滑
市
民
文
化
会
館

　

☎
35
─３
１
１
１

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

　

展
示
室
・
あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
労
福
協
写
生
大
会
・
～
五
日
㈰　

午
前
九
時（
初
日
同
十
一
時
か
ら
）～

午
後
九
時　

あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

問
合
せ　

愛
知
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
知
多
支
部　

☎
21
─４
０
３
２

（
梅
田
）

▼
常
滑
地
区
伝
統
文
化
い
け
ば
な

親
子
教
室
・
四
日
㈯　

午
前
十
時
～

同
十
一
時
半　

第
一
展
示
室　

問
合

せ　

常
滑
地
区
伝
統
文
化
い
け
ば

な
親
子
教
室　

☎
０
５
２
─３
２
１
─

８
９
８
５（
伊
藤
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
全
日
写
連
常
滑
支
部
写
真
展（
写

真　

フ
ィ
ル
ム
、デ
ジ
カ
メ
）・
～
二
日

㈭▼
書
楽
書
道
展（
児
童
・
生
徒
の
書
作

品
）・
三
日
㈮
～
十
九
日
㈰

▼
常
滑
ラ
イ
オ
ン
ズ
写
真
同
好
会

（
写
真
）・
二
十
一
日
㈫
～
三
十
日
㈭

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展「
北
海
道
と
東
海
の
黒
曜

石
」・
～
九
月
九
日
㈰

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
研
究
所

▼
日
本
遺
産
認
定
記
念「
中
世
常
滑

窯
」展
・
～
二
十
六
日
㈰

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
夏
季
市
民
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
・
五
日
㈰

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
ダ

ブ
ル
ス
戦
・
十
二
日
㈰

▼
全
日
本
卓
球
カ
デ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル

ス
尾
東
地
区
予
選
・
二
十
二
日
㈬

▼
愛
知
県
中
学
生
卓
球
団
体
選
手
権

尾
東
地
区
予
選
・
二
十
三
日
㈭

▼
知
多
支
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
夏

季
選
手
権
大
会
・
二
十
四
日
㈮

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
二
十
五
日
㈯

▼
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
・
二
十
六
日
㈰

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

▼
創
作
工
作
Ⅰ「
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
Ⅱ

（
キ
ッ
チ
ン
）」・
一
日
㈬
～
三
十
一
日

㈮　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内
容

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、自
分
の

お
気
に
入
り
の
お
部
屋
の
ド
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

一
個

百
八
十
円

▼
創
作
工
作
Ⅱ「
ふ
ね
Ｃ（
ス
ク

リ
ュ
ー
）」・
一
日
㈬
～
三
十
一
日
㈮　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内
容　

大

型
ス
ク
リ
ュ
ー
で
動
く
木
の
ふ
ね
を

【４人分】
　　そうめん……４束
　　白ねりごま…大さじ3〜4
　　豆　　乳……600cc

Ⓐ　砂　　糖……大さじ2
　　しょうゆ……大さじ1
　　鶏がらスープ（粉末）…大さじ1
　　ご ま 油……小さじ1/2
　　にんにく（ペースト）…お好みで
Ⓑ　しょうが（ペースト）…お好みで
　　ラ ー 油……お好みで
Ⓒ　塩……………少々

白ごまと豆乳そうめん

材
料

作
り
方

簡単！
暑い日が続きのどごしが良いそうめんが美味しい季節ですね。

こんな手作りつゆもオススメです♪

❶Ⓐをボールに入れ泡立て器ですり混ぜる様に混ぜ合わす。
お好みでⒷを加えていく。Ⓒで味を整える。

❷①を冷蔵庫で冷やしておく。
❸そうめんを各メーカーのゆで時間でゆで、ザルあげし流

水でよくもみ洗いし、ヌメリをとる。ザルに入れ両手で
しっかりザルを持ってふり、水気をしっかりときる。

❹深めの器に③を盛り、②のスープを再度泡立て器で混ぜ
静かに注ぐ。

❺お好みでねぎやトマト・大葉をそえる。

二
十六
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

﹃
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番「
皇
帝
」﹄

◎
私
の
音
楽
体
験

　

私
は
音
楽
を
聴
く
の
が
大
好

き
で
す
。
毎
日
３
時
間
以
上
聴
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、私
は
楽
譜

が
全
然
読
め
ま
せ
ん
。
楽
譜
を

見
な
が
ら
正
し
く
歌
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
碧
南
市
の
混
声
合

唱
団
の
一
員
と
し
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の『
第
九
』の
合
唱
を
何

回
か
歌
い
ま
し
た
。
全
て
耳
か
ら

覚
え
た
の
で
す
。
隣
の
人
の
歌
声

に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

私
の
音
楽
教
育
は
貧
弱
な
も

の
で
し
た
。
図
工
は
好
き
で
し
た

が
、音
楽
は
嫌
い
で
し
た
。

　

終
戦
の
翌
年
、つ
ま
り
昭
和
21

年
の
４
月
に
私
は
小
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
学
校
で
ど
ん
な
音

楽
の
教
育
を
受
け
た
か
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。
大
人
も
子
供
も
食
べ

て
行
く
の
に
必
死
な
時
代
で
し

た
。ち
ゃ
ん
と
し
た
音
楽
教
育
が

行
わ
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。
教
室
に
オ
ル
ガ
ン
は
あ
っ

た
の
か
。
音
楽
室
は
あ
っ
た
の

か
。
音
楽
の
教
科
書
は
あ
っ
た
の

か
。
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
時
代
、私
は
、仲
間
と

一
緒
に
外
で
遊
び
回
っ
て
い
ま

し
た
。
家
の
す
ぐ
側
に
静
か
な
美

し
い
海
が
あ
り
ま
し
た
。
泳
い
だ

り
、魚
を
釣
っ
た
り
、貝
を
と
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。６
年
生
の

頃
か
ら
、私
は
港
の
堤
防
の
先
に

腰
を
下
ろ
し
て
、知
多
半
島
に
夕

日
が
沈
ん
で
行
く
の
を
見
る
の

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
波
の
音

を
聴
い
て
い
る
と
、心
が
落
ち
着

き
ま
し
た
。
波
の
音
が
私
の
音
楽

鑑
賞
で
し
た
。

　

中
学
校
時
代
、
私
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
練
習
に
夢
中
で
し
た
。

素
敵
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
、少
し

で
も
上
達
し
た
い
と
必
死
で
し

た
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
県
大
会

で
準
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
訳
で
、私
は
、小
学
生

の
時
も
、中
学
生
の
時
も
、音
楽

と
は
無
縁
で
し
た
。
読
書
と
も
無

縁
で
し
た
。
映
画
だ
け
は
よ
く
観

て
い
ま
し
た
。
黒
澤
明
の『
七
人

の
侍
』に
出
会
っ
た
の
は
、中
学

３
年
の
夏
で
し
た
。
大
き
く
な
っ

た
ら
映
画
監
督
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
の
４
月
、私
は
高
校

生
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
も
希
望

し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、選
択
科

目
と
し
て
音
楽
を
強
制
的
に
押

し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
音
楽
の
授

業
は
苦
し
く
て
耐
え
難
い
も
の

で
し
た
。ま
さ
に
地
獄
の
責
め
苦

で
し
た
。し
か
し
、１
回
だ
け
、至

福
の
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、音
楽
の
先
生
が
私
た

ち
を
校
長
室
に
連
れ
て
行
き
ま

し
た
。L
P
レ
コ
ー
ド
が
開
発
さ

れ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
ま
し

た
。
大
き
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
校
長

室
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
校
長
室
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の『
田
園
交
響
曲
』を
聴
き
ま

し
た
。
美
し
い
音
で
し
た
。
感
動

し
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、家
で
浪
人
生
活

を
送
り
ま
し
た
。そ
の
頃
に
は
、

家
に
も
L
P
レ
コ
ー
ド
が
何
枚

か
あ
り
ま
し
た
。
銀
行
員
を
し

て
い
た
長
兄
が
購
入
し
た
も
の

で
す
。
受
験
勉
強
を
し
な
が
ら
、

ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
が
指
揮
し
た
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の『
新
世
界
交
響

曲
』な
ど
を
夢
中
で
聴
き
ま
し

た
。
自
宅
浪
人
生
の
私
は
、映
画

の
魅
力
と
と
も
に
、文
学
や
音
楽

の
魅
力
に
も
取
り
付
か
れ
始
め

て
い
ま
し
た
。

　

近
く
の
寺
に
長
兄
の
友
人
が

い
ま
し
た
。
音
楽
好
き
で
、た
く

さ
ん
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
彼
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番「
皇

帝
」』を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
聴

き
な
が
ら「
こ
れ
だ
。こ
れ
こ
そ
、

私
の
た
め
の
音
楽
だ
」と
思
い
ま

し
た
。
何
回
も
何
回
も
繰
り
返
し

て
聴
き
ま
し
た
。
返
却
す
る
時
、

手
渡
す
の
が
残
念
で
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
ん
な
に
感
動
し
た
の
に
、誰

が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
の
か

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
思

い
出
そ
う
と
し
て
も
無
駄
で
し

た
。と
こ
ろ
が
、ほ
ん
の
先
日
、

そ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
前
が
分

か
っ
た
の
で
す
。
現
代
の
人
気

作
曲
家
・
池
辺
晋
一
郎
が
書
い

た『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
符
た

ち
』（
音
楽
之
友
社
）を
読
ん
で

い
て
、次
の
箇
所
に
出
会
い
ま
し

た
。

　
「
僕
は
、こ
の
曲
、大
好
き
で
し

た
。
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
は

中
学
～
高
校
生
の
こ
ろ
、ケ
ン
プ

の
L
P
を
繰
り
返
し
、聴
い
た
。

ケ
ン
プ
は
、バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど

と
並
ぶ
ド
イ
ツ
正
統
派
の
巨
匠

で
あ
る
。L
P
と
い
っ
て
も
、あ

れ
は
何
と
呼
ん
だ
か
な
、少
し
小

ぶ
り
の
レ
コ
ー
ド
で
、と
い
っ
て

も
、も
っ
と
小
さ
な
E
P
（
45
回

転
）と
も
違
う
サ
イ
ズ
だ
っ
た
。

A
面
に
第
１
楽
章
、B
面
に
第

２
、３
楽
章
。
併
録
曲
は
な
い
。こ

の
曲
ひ
と
つ
だ
け
」

　

池
辺
晋
一
郎
は
私
よ
り
４
歳

年
下
で
す
。
彼
が
中
学
３
年
か
高

校
１
年
の
時
に
繰
り
返
し
聴
い

た
の
と
同
じ
レ
コ
ー
ド
を
、浪
人

生
の
私
も
繰
り
返
し
聴
い
て
い

た
の
で
す
。ケ
ン
プ
の
演
奏
だ
っ

た
の
で
す
。

◎﹃
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番「
皇
帝
」﹄

　

私
は
、高
名
な
音
楽
評
論
家
・

吉
田
秀
和
の『
私
の
音
楽
室
』を

長
い
間
愛
読
し
て
き
ま
し
た
。
今

も
時
々
読
み
ま
す
。そ
の
本
の
中

で
、彼
は
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
さ
て
、『
第
５
交
響
曲
』を
分

水
嶺
と
し
て
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

的
世
界
は
、大
雑
把
に
言
っ
て
、

そ
れ
以
前
の
、こ
の
高
み
へ
の
英

雄
的
登
攀
と
、高
み
で
の
悠
々
た

る
鳥
瞰
の
時
代
と
、最
後
に
、い

わ
ゆ
る『
後
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
、前
人
未
踏
の
国
へ
の
下
山

の
神
秘
な
足
取
り
』と
い
っ
た
ふ

う
に
、分
類
し
て
み
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
」

　

さ
て
、『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

５
番「
皇
帝
」』は
、
1
8
0
9
年

に
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
の

1
8
0
8
年
に
は『
第
５
交
響

曲
』と『
田
園
交
響
曲
』が
完
成

さ
れ
て
お
り
、ま
さ
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
創
作
意
欲
が
頂
点
に

達
し
て
い
た
時
期
の
作
品
で
す
。

　

抒
情
的
な『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

４
番
』の
方
が
好
き
だ
と
言
う
人

も
多
い
し
、私
も
大
好
き
で
よ
く

聴
き
ま
す
。し
か
し
、ど
ち
ら
か

を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ら
、私
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
勇

壮
な『
第
５
番「
皇
帝
」』を
選
び

ま
す
。
浪
人
生
活
を
支
え
て
く
れ

た
曲
だ
し
、そ
の
後
も
何
回
も
生

き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
作

品
で
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
と
音

楽
に
対
す
る
私
の
興
味
関
心
は
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の『
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』（
岩
波
文
庫
）を

読
ん
で
急
速
に
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
人
を
鼓
舞
す
る
素
晴
ら

し
い
著
作
で
す
。
私
は
、大
学
２

年
の
時
に
初
め
て
読
み
ま
し
た
。

　
「
思
想
も
し
く
は
力
に
よ
っ
て

勝
っ
た
人
々
を
、私
は
英
雄
と
は

呼
ば
な
い
。
私
が
英
雄
と
呼
ぶ

の
は
、心
に
よ
っ
て
偉
大
で
あ
っ

た
人
々
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
の
中

の
最
大
の
一
人
、そ
の
生
涯
を
今

こ
こ
に
私
が
物
語
る
人
が
言
っ

た
よ
う
に
、『
私
は
善
以
外
に
は

卓
越
の
証
拠
を
認
め
な
い
』。
人

格
が
偉
大
で
な
い
と
こ
ろ
に
偉

人
は
無
い
。
偉
大
な
芸
術
家
も

偉
大
な
行
為
者
も
無
い
。あ
る
の

は
、さ
も
し
い
大
衆
の
た
め
の
空

虚
な
偶
像
だ
け
で
あ
る
。
時
は
そ

れ
ら
を
一
括
し
て
滅
ぼ
し
て
し

ま
う
。
成
功
は
我
々
に
と
っ
て
重

大
な
こ
と
で
は
な
い
。
真
に
偉
大

で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
て
、偉
大
ら
し
く
見
え
る
こ

と
は
問
題
で
は
な
い
。（
中
略
）

　

こ
の
雄
々
し
い
軍
団
の
先
頭

に
、私
は
ま
ず
第
一
に
、強
く
て

純
粋
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
置

こ
う
。
彼
自
身
、そ
の
苦
し
み
の

中
に
あ
っ
て
祈
念
し
た
こ
と
は
、

彼
自
身
の
実
例
が
他
の
多
く
の

不
幸
な
人
々
を
支
え
る
力
と
な

る
こ
と
で
あ
り
、ま
た『
人
は
、自

分
と
同
じ
よ
う
に
不
幸
な
人
間

が
、自
然
の
あ
ら
ゆ
る
障
害
に
も

拘
ら
ず
、人
間
と
い
う
名
に
値
す

る
一
個
の
人
間
に
な
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
を
知
っ

て
、慰
め
を
感
じ
る
が
い
い
』と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」（
片
山
敏

彦
訳
）

　

芥
川
龍
之
介
の
息
子
で
作
曲

家
で
あ
っ
た
芥
川
也
寸
志
は『
音

楽
を
愛
す
る
人
に
』（
旺
文
社
文

庫
）の
中
で
、『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

５
番「
皇
帝
」』に
つ
い
て
書
い
て

い
ま
す
。

　
「
２
楽
章
か
ら
３
楽
章
に
移
る

時
の
ピ
ア
ノ
の
裏
に
は
、ホ
ル
ン

の
み
が
持
続
音
を
吹
く
。こ
れ
が

長
い
の
で
、こ
こ
を
遅
く
弾
く
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
出
会
う
と
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
ホ
ル
ン
奏
者
は
死
ぬ

目
に
会
う
。ご
ま
か
す
と
、す
ぐ

ば
れ
る
」

　

そ
う
だ
っ
た
の
か
、気
が
付
か

な
か
っ
た
な
。

（26）
杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品

ベートーヴェン

　

同
じ
本
を
グ
ル
ー
プ
で

　

図
書
室
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る

時
も
︱
。
こ
の
頃
は
、
図
書
購
入

費
も
多
く
あ
り
、
集
団
読
書
が
で

き
る
冊
数
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
学
年
に
学
年
分
館
が
廊
下
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

感
想
を
話
し
合
う
�

　　

図
書
係
の
班
が
朗
読
を
︱
。

　

図
書
係
の
班
が
兄
弟
学
級
（
二

年
三
組
）
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
自

主
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（269）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
52
年
度　

四
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

昭
和
53
年
度　

常
滑
小
学
校
五
年
三
組「
な
か
ま
」

20
分
間
読
書
の
写
真
集

　

始
業
時
前
は　

月
曜
日
：
朝
会
、
火
・
木
・
土
曜
日
：
20
分
間

読
書
、
水
・
金
曜
日
：
朝
の
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
20
分

間
読
書
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
同
じ
本
を
読
ん
で
感
想
を
話
し
合

う
集
団
読
書
の
形
態
を
と
り
ま
し
た
。

感想文を読み合う�
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※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

『新・現代家庭考』 就職
─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治

姪
の
就
職
２

　

あ
れ
か
ら
二
年
経
っ
た
が
、
あ
の
時
マ
イ
コ
ン
を
ほ
し
い
と
い

う
気
に
な
ら
な
か
っ
た
。
時
期
的
に
尚
早
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た

が
、
真
三
が
求
め
る
資
料
や
書
籍
の
整
理
に
役
立
つ
か
ど
う
か

判
断
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
息
子
の
ピ
ア
ノ
へ
の
関
心
と
同
じ

だ
っ
た
。
小
学
二
年
の
時
、
る
り
子
が
無
理
や
り
習
い
に
行
か
せ

た
。
本
人
に
意
欲
的
な
願
望
が
な
く
て
は
、
押
し
付
け
た
習
い

事
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
上
達
す
る
は
ず
が

な
い
。

　

ピ
ア
ノ
が
な
く
て
は
練
習
も
で
き
な
い
。
こ
ん
な
時
、
る
り
子

は
マ
イ
コ
ン
や
大
型
の
本
箱
と
違
っ
て
大
型
商
品
を
買
う
こ
と

に
文
句
を
言
わ
な
い
。
団
地
に
は
ピ
ア
ノ
は
大
き
す
ぎ
る
し
、
ピ

ア
ノ
音
の
公
害
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
エ
レ
ク
ト
ー
ン
で
我
慢

し
た
。
と
こ
ろ
が
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
で
は
鍵
盤
の
打
ち
方

と
い
う
か
、
力
の
入
れ
方
が
違
う
の
で
、
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
や
は
り
ピ
ア
ノ
の
練
習
に
は
ピ
ア
ノ
が
一
番
で
あ

っ
て
エ
レ
ク
ト
ー
ン
で
の
代
用
は
無
理
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ピ
ア

ノ
に
買
い
替
え
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
ピ
ア
ノ
教
室
か
ら

エ
レ
ク
ト
ー
ン
教
室
に
変
え
た
。

　

マ
イ
コ
ン
も
同
じ
で
マ
イ
コ
ン
を
や
る
な
ら
マ
イ
コ
ン
を
持
た

な
い
と
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
し
、
マ
イ
コ
ン
教
室
で
習
っ
た
機

種
で
な
い
と
、
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
違
い
以
上
に
困
っ
た

こ
と
に
な
る
。
マ
イ
コ
ン
の
店
に
行
く
と
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
低
級
機
種
は
小
中
学
生
に
占
拠
さ
れ
て
い
て
、
中
年
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
近
寄
り
が
た
い
高
級
機
種
に
は
手
を
触
れ
さ

せ
て
く
れ
な
い
。
眺
め
る
だ
け
で
あ
る
。
少
し
で
も
手
で
触
ろ
う

と
す
る
も
の
な
ら
店
員
が
近
づ
い
て
く
る
。

「
こ
の
機
種
を
お
求
め
で
す
か
？
」

　

百
貨
店
の
背
広
売
場
と
同
じ
よ
う
に
ピ
タ
ッ
と
く
っ
つ
く
の

で
、
落
ち
着
い
て
見
て
い
ら
れ
な
い
。

「
百
貨
店
側
は
買
う
客
と
そ
う
で
な
い
客
を
見
分
け
て
い
る
の

で
す
ね
。こ
う
い
う
こ
と
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
ね
」

「
わ
か
り
ま
す
が
ね
…
」

「
で
も
、
い
か
に
も
嫌
な
客
だ
と
レ
ッ
テ
ル
は
ら
れ
る
の
、
感
じ

が
悪
い
で
す
ね
」

　

三
人
は
異
口
同
音
に
話
す
。

　

︱
会
社
の
研
修
会
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
た
。

「
画
面
に
自
分
の
名
前
が
出
て
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
打
ち
込
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
」

　

参
加
者
の
多
く
は
中
年
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
手
つ
き
も
も
ど

か
し
い
。　
　
　
　

「
ロ
ー
ド（
ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
）は
大
文
字
、
小
文
字
ど
ち
ら
で
も
い
い
の

で
す
か
」

「
ど
ち
ら
で
も
い
い
で
す
」

　

中
年
と
い
う
の
は
、こ
ん
な
こ
と
に
気
に
な
っ
て
質
問
す
る
が
、

若
い
人
は
と
に
か
く
思
っ
た
よ
う
に
や
っ
て
み
る
。
大
文
字
で
う

ま
く
い
か
な
い
と
小
文
字
で
打
つ
。
そ
れ
で
う
ま
く
い
か
な
い
な

ら
、
初
め
て
聞
く
。
こ
の
よ
う
に
マ
イ
コ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み

の
違
い
が
、
上
達
に
関
係
が
あ
る
と
真
三
は
思
う
の
だ
っ
た
。

　

名
前
が
画
面
に
飛
び
出
し
て
く
る
。
講
師
の
思
惑
通
り
、
参

加
者
は
マ
イ
コ
ン
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
心
理
が
働
く
。
講
師
が

最
後
に
「
マ
イ
コ
ン
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
と
に
か
く
持
た
な
い

と
ダ
メ
で
す
。
手
で
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
え
る
も
の
で
す
」

　

真
三
は
学
生
時
代
か
ら
山
登
り
を
し
て
き
た
の
で
、
事
前
に
計

画
を
立
て
念
に
は
念
を
入
れ
て
や
る
こ
と
が
身
に
つ
い
て
い
る
。

だ
け
ど
マ
イ
コ
ン
に
つ
い
て
は
半
ば
衝
動
的
に
購
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
資
金
は
今
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
を
当
て
る
に
し
て
も
、
る

り
子
を
ど
う
説
得
す
る
か
が
最
大
の
問
題
と
考
え
作
戦
を
練
る
。

　

考
え
て
も
ど
う
に
も
妙
案
が
浮
か
ば
な
い
。
理
屈
や
訳
の
わ

か
ら
な
い
説
明
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
は
マ
イ
コ
ン
の
時
代
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
よ
う
。
そ
れ
に
は
現
場
に
連
れ
て
行
っ
て
見
せ
る

こ
と
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
で
た
と
こ
勝
負
で
や
っ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
休
日
の
朝
は
団
地
の
周
辺
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
習
慣
が

身
に
つ
い
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
日
は
六
時
前
で
あ
っ
た
。
マ
イ

コ
ン
を
購
入
す
る
と
い
う
の
で
興
奮
気
味
で
あ
っ
た
。

「
と
に
か
く
現
金
一
〇
万
円
用
意
し
て
お
い
て
く
れ
よ
、
明
日
、

電
気
店
に
一
緒
に
出
掛
け
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
い
て
く
れ

よ
」

「
な
ん
で
急
に
一
〇
万
円
も
要
る
の
？
」

「
そ
れ
は
現
地
に
着
い
た
ら
わ
か
る
。
楽
し
み
に
し
た
ら
え
え
が

な
」

「
わ
た
し
に
指
輪
で
も
買
っ
て
く
れ
る
の
！
結
婚
以
来
、
指
輪
の

一
つ
も
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
な
い
わ
」

　

真
三
は
マ
イ
コ
ン
の
こ
と
を
話
し
て
い
な
い
の
で
不
思
議
に
思

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。「
な
に
か
大
切
な
も
の
？
」
と
し
つ
こ
く

聞
い
た
が
、
返
答
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
る
り
子
は
言
わ
れ
た

通
り
銀
行
か
ら
引
き
出
し
て
き
た
。
真
三
は
頭
金
だ
け
を
払
っ

て
、
あ
と
は
ボ
ー
ナ
ス
払
い
に
す
る
作
戦
で
い
た
、
と
に
か
く
量

販
店
を
目
指
し
た
。

　

電
化
製
品
の
量
販
店
は
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
高
度
成
長

の
波
に
乗
り
急
速
に
伸
び
、
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
店
も
現

れ
た
。
い
わ
ば
電
化
製
品
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ

の
量
販
店
と
小
売
店
の
価
格
が
か
い
離
し
過
ぎ
て
二
重
価
格
と

い
う
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
量
販
店
か
ら
オ
ー
デ
ィ
オ

や
マ
イ
コ
ン
の
専
門
店
を
分
離
、
独
立
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。

小
売
店
の
良
さ
は
地
域
の
客
と
密
着
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
一
本
で
き
て
く
れ
る
。
キ
メ
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
で
は
量
販
店
も
小
売
店
に
か
な
わ
な
い
。

　

大
型
量
販
店
も
対
抗
上
、
サ
ー
ビ
ス
会
社
ま
で
つ
く
っ
て
電
話

一
本
で
訪
問
す
る
が
、テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
付
け
替
え
の
よ
う
に
、

相
当
な
工
事
を
伴
う
も
の
で
な
い
と
頼
み
に
く
い
し
、
か
え
っ
て

高
く
つ
く
。
そ
の
点
、近
く
の
小
売
店
な
ら
顔
な
じ
み
に
も
な
り
、

細
か
い
こ
と
ま
で
も
面
倒
見
て
も
ら
え
る
。
電
球
が
切
れ
た
と
言

え
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
付
け
替
え
に
来
て
く
れ
る
。
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ま
で
含
め
て
考
え
る
と
、
小
売
店
、
量
販
店
と
も
同
じ

だ
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
両
店
が
共
存
共
栄
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
し
、客
の
方
も
そ
の
あ
た
り
を
解
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

真
三
は
数
多
く
の
製
品
が
並
ん
で
い
る
量
販
店
も
好
き
で

時
々
、出
か
け
る
。
品
数
と
い
う
こ
と
で
は
百
貨
店
も
同
じ
だ
が
、

価
格
の
値
引
き
率
が
全
く
違
う
。
百
貨
店
は
定
価
通
り
と
い
う

の
が
相
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
百
貨
店
の
電
気
売
場
は
姿
を
消

し
て
久
し
い
。
最
近
は
量
販
店
が
肩
代
わ
り
し
て
出
店
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

当
時
の
電
気
街
の
各
大
型
量
販
店
に
は
マ
イ
コ
ン
、パ
ソ
コ
ン
、

Ｏ
Ａ
機
器
コ
ー
ナ
ー
を
と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
を
中
心
に
展
開

し
て
い
た
。
真
三
は
る
り
子
を
伴
っ
て
Ｎ
量
販
店
が
つ
く
っ
た
ホ

ビ
ー
店
に
入
っ
た
。
こ
こ
は
店
名
通
り
ホ
ビ
ー
商
品
を
置
い
て
い

る
。
と
は
言
っ
て
も
マ
イ
コ
ン
を
中
心
に
し
た
ホ
ビ
ー
商
品
で
あ

る
。
個
人
向
け
に
絞
っ
て
商
品
を
陳
列
し
て
い
る
。

　

マ
イ
コ
ン
は
素
人
の
真
三
に
と
っ
て
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
た
。

真
三
は
る
り
子
と
一
緒
に
店
に
入
る
。
一
階
は
各
メ
ー
カ
ー
の
マ

イ
コ
ン
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
デ
モ
用
の
ゲ
ー
ム
が
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
春
休
み
な
の
で
朝
か
ら
小
中

学
生
が
た
く
さ
ん
来
て
い
る
。
自
由
に
操
作
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
真
剣
な
顔
つ
き
で
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ

か
店
内
に
は
マ
イ
コ
ン
の
本
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
テ
ー
プ
、
フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
マ
イ
コ
ン
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
商
品
を
揃

え
て
い
る
。

　

真
三
は
る
り
子
に
マ
イ
コ
ン
に
つ
い
て
一
通
り
の
説
明
を
し
な

が
ら
店
内
を
見
て
回
っ
た
。
る
り
子
は
マ
イ
コ
ン
が
ど
う
い
う
も

の
か
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
珍
し
そ
う
に
商
品
を
見
な
が

ら
真
三
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
マ
イ
コ
ン
の
時
代
で
、
こ
れ
を
知
ら
な
く
て
は
世

の
中
に
つ
い
て
い
け
な
い
」

　

真
三
は
懸
命
に
る
り
子
を
説
得
す
る
。
自
分
の
息
子
と
同
世

代
の
子
ど
も
も
熱
心
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
る
り
子

は
メ
カ
に
は
ま
っ
た
く
弱
か
っ
た
。
ス
テ
レ
オ
や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
操
作

の
仕
方
も
わ
か
ら
ず
、ま
た
知
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、

息
子
の
方
は
触
っ
て
は
い
け
な
い
と
注
意
し
て
お
い
て
も
、
い
つ

の
間
に
か
操
作
の
や
り
方
を
覚
え
て
い
る
。
る
り
子
は
こ
の
よ
う

な
マ
イ
コ
ン
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
こ
と
の
ほ
か
不
思
議
そ
う
に

思
っ
て
い
る
。

「
お
客
さ
ん
、
マ
イ
コ
ン
を
お
探
し
で
す
か
」

　

店
員
が
揉
み
手
で
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
真
三
に
近
づ
い
て
た
ず

ね
る
。

「
そ
う
な
ん
で
す
が
、
こ
う
機
種
が
多
い
と
混
乱
し
て
し
ま
い
ま

す
な
ぁ
」

「
確
か
に
機
種
は
多
い
で
す
が
、
や
は
り
よ
く
売
れ
て
い
る
も
の

と
な
り
ま
す
と
限
ら
れ
ま
す
が
…
」

「
よ
く
売
れ
て
い
る
か
ら
、
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
が
ね
…
」

「
そ
う
で
す
ね
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
９
８
０
０
１
な
ど
は
よ
く
売
れ
て
い
ま

す
。
お
す
す
め
で
き
る
機
種
で
す
」

　

色
白
で
背
丈
も
真
三
よ
り
一
〇
セ
ン
チ
は
高
い
ス
マ
ー
ト
な
人

の
よ
さ
そ
う
な
新
入
社
員
風
の
社
員
が
笑
顔
で
応
対
す
る
。
真

三
は
機
種
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
な
い
し
、
知
識
も
な
か
っ
た

の
で
直
観
力
で
相
手
を
信
じ
「
よ
く
売
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉

に
あ
る
種
の
安
心
感
を
覚
え
る
。
多
く
の
人
が
使
っ
て
い
る
の
で

自
分
も
そ
の
仲
間
に
入
れ
る
と
思
う
と
う
れ
し
く
な
っ
て
く
る
。

店
内
の
機
種
を
ざ
っ
と
見
渡
し
て
も
、
確
か
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
製
品
が

多
い
こ
と
に
気
付
く
。
真
三
が
後
で
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
つ
ま
り
は
日
本
電
気
、
富
士
通
、
シ
ャ
ー
プ
が
ト
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
で
続
い
て
松
下（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）、
三
洋
、
日
立
、
東
芝
、

ソ
ニ
ー
の
家
電
メ
ー
カ
ー
、
そ
の
ほ
か
沖
電
気
、
コ
モ
ド
ー
ル
、

カ
シ
オ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
五
十
年
の
間
に
、
日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
も
様
変
わ
り
し

ま
し
た
ね
。
シ
ャ
ー
プ
は
台
湾
の
メ
ー
カ
ー
に
支
援
さ
れ
再
生

し
ま
し
た
し
、
三
洋
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
に
吸
収
さ
れ
消
滅
、
東

芝
は
家
電
部
門
を
売
却
す
る
な
ど
激
震
が
走
り
ま
し
た
ね
」

「
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
に
追
い
上
げ
ら
れ
衰
退
し
て
い
き

ま
し
た
」

「
い
ま
の
と
こ
ろ
日
本
が
強
い
の
は
自
動
車
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。

情
報
な
ど
は
グ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
席
巻
さ
れ

て
い
ま
す
わ
ね
」

「
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
後
塵
を
拝
し

て
い
ま
す
ね
」

　

真
三
が
思
っ
た
通
り
、
技
術
の
世
界
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
。

【写真】のんびり過ごすことも忘れないように（著者撮影）
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NPO法人あかり

武豊町北長宗110-4
（イシハラフードさんより西へ100m）

営業時間／AM7:00～PM6：30
定休日／毎週木曜日

TEL ０５６９-72-6708

ハーフタイム

皆様の想いの架け橋となります

代表　司法書士 庄村 一哉
　　　 司法書士 平林 樹明

アルファ会  会員店

仕立て･打直し  日干し・水洗いのできる羽ぶとん

●当店では、ひとり一人の快適睡眠をコーディネイトする
Sleep Care SystemⓇ を導入しています。

常滑市保示町１丁目１３５番地
TEL３５‐２５９３　　０１２０‐３５‐２５９３

綿 國
わ　た く　に

睡 眠 館
創業130周年

無料送迎
いたします

食楽　たに川　本店　TEL 0569-35-4814

大小宴会承ります

さわやかライフを応援します。

ドラッグつるみ屋
常滑市樽水町１‐１４１‐２
TEL〈０５６９〉３５‐６６２８
毎 週 日 曜 日 定 休

常滑市鯉江本町５‐１６８‐２
TEL〈０５６９〉３４‐８８１５

常 滑 市 新 田 町 ５‐８１
TEL〈０５６９〉４３‐７７７８
水 曜 日 定 休

セレモニー花の専門店

「お祝い」から「お供え」まで、スタンド花、
アレンジ花、花束などご要望にあわせてお届けします。

〒479-0029 愛知県常滑市字古道東割7番地の1
TEL 0569-34-7705　FAX 0569-34-7716

E-mail:kkxmj331@ybb.ne.jp

～小さな仲間が集まれば大きな幹になれる～

株式会社

オオタ土木

販売修理
＊認証工場＊

ハルオモータース
竹 内 正 廣

各種二輪車・自転車

常滑市北条3丁目114番地
TEL〈0569〉 35－2718

常滑市奥条7丁目56番地(奥条7丁目交差点角)
　〈0569〉35－3233

常滑市樽水町１丁目７０番地（朝市前）
ＴＥＬ（０５６９）３４－４１０７
ＦＡＸ（０５６９）３４－８２１６

タ ル ミ 店
　　　　　

willセラ店

鬼 崎 店

ガラス用フィルム施工店
常滑市栄町７ー７３

0120-30-8286
フリーダイヤル

石挽そば・日本料理

人に良い味
人に良いと書いて「食」となる
　いつも心ハ青空で

TEL 0569-44-1212
常滑市神明町4-301
http://2626aozora.com/

つ る つ るあお ぞ ら

奥座敷・空や
ご予約承ります

人気一番認定 山形豚ヒレカツ御膳
噂の鯛茶漬け

保 示 教 室
☎ 34－5805

やる気と集中力をつけます

算数・数学 英語 国語 幼児

常滑市保示町4-135

一六朝市広場前

キャラクターケーキ
注文承ります！

手造りケーキ・パン

TEL&FAX
0569（35）3154

ボンベルルマンセイ

ダブル
シュークリーム
ダブル

シュークリーム

好評発売中！！

公園隣の外売場には庭園陶器、
店内にはかわいいインテリアグッズを

多数取り揃えて皆様をお待ちしています！

〠479-0003 常滑市金山字上砂原102番地
とこなめ焼卸団地

TEL〈0569〉43-7100  FAX〈0569〉43-7102

セラモール店

愛知日産自動車㈱

常滑店 常滑市原松町2-64
☎(0569)35-2317

株式会社 ゼ ンソウ
〒470-2385

愛知県知多郡武豊町北中根三丁目65-1
TEL（0569）47-7445
FAX（0569）47-7446

HP:http://www.zensou.jp/

空間除菌・清掃

美味しくて新鮮な地元、知多半島の生鮮食品や、自然の恵み
いっぱいの、からだに優しい食材がおすすめです！

常滑店 TEL 0569-35-5355
通常営業時間 AM9：30～PM9：00

ジェム電子水を使った手作りパン＆クッキーの店

建設業許可/愛知県知事許可（特-29）第43198号　一級建築士事務所登録/愛知県知事（い）第1626号

陶芸教室 親切、丁寧に指導いたします。

●大駐車場完備
〒479-0832　愛知県常滑市松原町6丁目6番地の1
TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:30

●P大駐車場完備
〒479-0832　愛知県常滑市原松町6丁目66番地の1
TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:00

【施設のご案内】
まるふく
1F
●やきもの展示即売

　2F
　●１0０名の陶芸教室
 ●電動ロクロコース 
      絵付け 手ひねり等
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米  利
７２‐０１５６

常滑市水道指定工事店
常滑市下水道指定工事店
住 宅 機 器 販 売 施 工

㈲三洋設備工業
（ 店 ）　常 滑 市 乙 田 3 3－10
　　　　☎〈0569〉34－3845
　　　　        FAX 34－5809

業務店・飲食店様
大募集！！

常滑市字社辺7－1 電話〈0569〉34－4147

和洋酒・贈答品　専門店

㈲喜代八商店

武豊町字西門78 〒479-0862 愛知県常滑市小倉町8-151-8
TEL：0569-43- 5522  FAX：0569-43-5509

社員・パート募集

株式会社ビーメック
常滑市を中心とし愛知県全域にてビル清掃管理、環境美化、人材派遣、総合清掃事業

☎（0569）35‐0215

中国料理

愛知県常滑市北条1丁目4番地

営業時間：11：30～14：00
17：00～21：00

－KAE

定休日：月、第1・3火曜日（　　　）祝日の場合
翌日振替

私たちは地域に根ざす企業を目指します

〒475-0836

愛知県半田市
青山2丁目25-3 青山ビル2F

TEL　0569-84-3772
URL　http://www.morpha-world.com

携帯予約はコチラから！

本店 0569-34-5800

さわやかさを
お届けする

丸美
クリーニング店

☎〈0569〉35-5771

〒479-0834
常滑市千代ヶ丘2丁目50番地

電気工事一般
中部電力指定サービス店

常滑市塩田町3丁目95番地

幾世電気有限
会社

TEL（0569）35－4857

あなたの健康・元気をサポート

㈱もみじ屋デリバリーサービス
〒475‐0844　半田市寺町36番地

TEL（0569）23‐2444
FAX（0569）23‐2479

知多四国めぐりの
お供にどうぞ

納経帳をはじめ、弘法参りの関連
書籍を販売しています。お電話にて
お問い合わせください。

1886年創業。地域とともに130年。

〒475-0032 
愛知県半田市潮干町1番地の21

TEL.0569-29-2525㈹ 
FAX.0569-29-4500

クリエイティブ 印　刷 経営コンサル空　間デジタル マーケティング

印刷の枠を越え、総合的な「価値」をご提供します。半田中央印刷のトータルソリューション

西尾市中畑町西側15西尾市中畑町西側15西尾市中畑町西側15
TEL：0563-59-6624

常滑市字古道18-2

TEL 〈0569〉35-6851
通常営業時間/8:00～18:00(cafe 7:30～)

休業日/毎週日曜日

手作りパン屋

お盆は休まず営業します！（8/13月,14火,15水）
8/16木～22水は夏季休業とさせていただきます。

NAKASHIMA KIDS CLINIC

小児科
循環器科

アレルギー科

なかしま
　　　クリニックキッズ
TEL.0569-74-0555
武豊町鹿ノ子田2-40-2



思い出新聞思い出新聞思い出新聞思い出新聞
600円1面と社会面

（2枚セット・送料・税込）

通常価格
800円

400円1面または社会面
（どちらか1枚・送料・税込）

通常価格
600円

大切な思い出がふくらむ新聞、贈ってみませんか？ 明治39年11月6日
以降のご希望日が選べます

※紙面データがない場合「新愛知」でのお届けとなります
※休刊日の場合は夕刊または翌日朝刊となります

お誕生日、ご結婚、成人式、父の日、母の日、
敬老の日などのお祝い、記念品にどうぞ

ご自宅まで
お届け

いたします！

中日新聞販売店でのお申し込みがお得！！

「中日春秋」の書き写しは
学力アップ・人間力アップの第一歩です。

…すべての教材の学力アップの土台に！

…問題を正確に把握する力・解答の解説を
　適切によみ込む力
…読解力・語彙力・集中力・注意力アップ

…「中日春秋」書き写し
　よむだけでも◯！書き写せば◎！

「中日春秋」で学力アップ！？
人間力もアップ！？
総合的学力

応用的学力

基礎的学力

日常的習慣

中日春秋書き写しに
チャレンジしよう！

人間力
アップ！！

100円（税別）
1冊（1ヶ月分）

中日春秋書き写し
専用ノート

 72-0356武豊店 35-2861常滑店各種お問合せは
あかい新聞店まで

ぼくのわたしの新聞で
「考える力」、「集中力」を
身につける！ 親子で読んで

楽しんで学べます！

463円
（税込）毎

週土曜日のお楽しみ！

ぼくもわたしも新聞デビュー

月
額

バラエティー スタディーバラエティー スタディー

ニュース ファミリーニュース ファミリー

歴史マンガ歴史マンガ

ずかんずかん チャレンジチャレンジ

一緒に
学ぼう♪

さいとう きいちくん（4才）

堂園 実英ちゃん（6才）

これ いいね★

平成30年８月１日　（6）第 360 号

商号等：アーク証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局（金商）第１号 日本証券業協会加入

http://www.ark-sec.co.jp
名古屋市中区錦3-11-25　☎052-957-6800㈹

アーク証券 

NISA（ジュニアNISA）などの詳しい内容は
お電話にてお問い合わせください

資産運用はじめませんかアークで
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夕
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し

梅
雨
末
期
鉄
の
蓋
浮
く
マ
ン
ホ
ー
ル　

 

斉
藤　

浩
美

半
島
の
空
を
自
在
に
夏
燕 

加
藤　

久
子

廃
屋
の
饐す

え
た
紫
陽
花
雨
に
濡
れ　

 

塚
本　

千
鶴

母
の
日
に
届
き
し
箱
に
化
粧
品　

 

杉
江　

民
子

雑
草
の
日
に
日
に
の
び
る
梅
雨
末
期　

 

関　
　

里
美

太
陽
を
二
重
に
囲
む
虹
見
た
り　

 

谷
川
と
志
江

雨
あ
が
り
空
に
彩
雲
地
に
四よ

葩ひ
ら　

 

細
井
か
ね
子

白
南
風
や
気
球
の
ご
と
き
こ
こ
ろ
旅　

 

久
田　

笙
子

紫
陽
花
に
負
け
ず
と
歩
く
傘
の
群
れ　

 

山
下
み
ど
り

外
塀
の
未
完
の
ま
ま
に
梅
雨
に
入
る　

 

竹
内
三
千
彦

青
き
風
入
れ
た
く
網
戸
洗
い
け
り　

 

杉
山　

和
美

辺
野
古
め
ぐ
り
知
事
と
首
相
の
沖
縄
忌　

 

中
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中
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作
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季
節
工
作
Ⅱ「
虫
を
つ
く
ろ
う

②（
ち
ょ
う
ち
ょ
）」・
一
日
㈬
～

三
十
一
日
㈮　

午
前
九
時
～
午
後

五
時　

内
容　

花
や
葉
っ
ぱ
に
か

く
れ
る
虫
た
ち
を
作
り
ま
す
。　

材

料
費　

一
個
百
二
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
野
菜

の
は
ん
こ（
か
み
）」・
十
日
㈮
～
十
五

日
㈬　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内
容　

野
菜
を
ト
ン
ト
ン
押
し
ま

す
。　

材
料
費　

一
枚
百
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
マ
ー
ブ
リ
ン
グ（
か

み
）」・
十
日
㈮
～
十
五
日
㈬　

午
前

九
時
～
午
後
五
時　

内
容　

マ
ー
ブ

リ
ン
グ
の
ふ
し
ぎ
な
も
よ
う
を
染
め

よ
う
。　

材
料
費　

一
枚
百
円

▼
工
作
の
達
人
Ⅰ
・
一
日
㈬
～
九
日

㈭　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

内

容　

さ
か
み
ち
コ
ロ
コ
ロ
、あ
や
つ

り
人
形
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ゼ
ッ
ト

▼
工
作
の
達
人
Ⅱ
・
十
九
日
㈰
～

三
十
一
日
㈮　

午
前
九
時
～
午
後
五

時　

内
容　

化
石
の
レ
プ
リ
カ
、恐

竜
を
つ
く
ろ
う（
新
聞
粘
土
）、カ
ラ

フ
ル
恐
竜
、水
て
っ
ぽ
う
、く
る
く
る

ラ
ン
ド
、円
ば
ん
く
る
く
る
、多
肉
植

物
を
つ
く
ろ
う　

材
料
費　

必
要

▼
星
の
特
別
観
望
会
・
四
日
、

二
十
五
日
各
㈯
、十
六
日
㈭
～
十
九

日
㈰　

予
備
日　

五
日
、二
十
六
日

各
㈰　

午
後
八
時
～
午
後
九
時　

主
催
者　

ふ
く
ろ
う
の
会　

場
所

　

未
来
館
イ
ベ
ン
ト
広
場（
晴
天

時
）　

自
由
参
加

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼FOUR　

FOR　

浅
野
賢
介（
鬼

瓦
）・
太
田
文
悟（
彫
刻
）・
中
島
法
晃

（
書
・
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
）・
清
水
啓

一
郎（
彫
刻
）・
三
日
㈮
～
十
三
日
㈪　

午
前
九
時
～
午
後
五
時
半

▼matou 

草
木
染
…IORI 

服
…

Brilliant Angel

・
十
七
日
㈮
～
二
十
七

日
㈪　

午
前
九
時
～
午
後
五
時
半

▼
竹
内
文
子 

陶
人
形
展
・
三
十
一
日

㈮
～
九
月
十
日
㈪　

午
前
九
時
～

午
後
五
時
半

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
陶
芸
体
験　

久
田
邦
男
・
～
七
日

㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
ロ
ク
ロ
体
験　

小
野
芳
弘
・
八
日

㈬
～
二
十
一
日
㈫　

午
前
九
時
～

午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
三
十
日
㈭

～
九
月
四
日
㈫　

午
前
九
時
～
午

後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
お
菓
子
、野
菜
等
・
二
日
㈭
～
七

日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
煙
・
麻
紐
バ
ッ
グ

展
・
九
日
㈭
～
二
十
一
日
㈫　

午
前

九
時
～
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
二
十
三
日

㈭
～
二
十
八
日
㈫　

午
前
九
時
～

午
後
五
時

▼
秋
を
呼
ぶ
陶
展　

庄
山
展
・
三
十

日
㈭
～
九
月
十
一
日
㈫　

午
前
九

時
～
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
茶
注
展
・
～
一
日
㈬

▼
中
川
貴
了　

陶
展
・
三
日
㈮
～

十
五
日
㈬

▼
ピ
ノ
ッ
ク
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
松
本

良
久
展
～
流
木
で
作
っ
て
み
ま
し

た
～
・
十
七
日
㈮
～
二
十
九
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
夏
の
工
作
会「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
伝
わ

る
、悪
い
夢
を
捕
ま
え
る
お
守
り
）

を
作
ろ
う
」・
五
日
㈰　

午
前
十
時

～
同
十
一
時
半　

講
師　

滝
本
美

代
子
さ
ん　

定
員　

二
十
五
名（
ど

な
た
で
も　

た
だ
し
小
学
二
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
大
人
の
た
め
の
朗
読
会　

第

三
十
五
幕
・
七
日
㈫　

午
後
一
時
半

～
同
三
時　

演
者　

グ
ル
ー
プ
空

　

演
目「
泣
く
猫
」柚
月
裕
子
・「
奇

縁
無
双
」山
本
周
五
郎

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
二
、
九
、

十
六
、二
十
三
、三
十
日
各
㈭　

午

後
一
時
半
～
同
四
時
半　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

☎
０
９
０
─

８
４
２
２
─４
２
５
１（
鈴
木
）

▼
パ
ソ
コ
ン
あ
い
あ
い
広
場
・

二
十
五
日
㈯　

午
後
一
時
半
～
同

三
時
半　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多

ネ
ッ
ト　

☎
０
９
０
─９
０
２
７
─

９
９
５
４（
鈴
木
）

◎
武
豊
町
民
会
館

　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
ア
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
二
〇
一
八

ガ
ム
テ
ー
プ
で
君
だ
け
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
作
ろ

う
！with

魔
界
帝
王
デ
ス
カ
イ

ザ
ー
・
四
日
㈯
、五
日
㈰　

午
前
九

時
半
～
午
後
四
時　

定
員　

十
二

名（
小
学
四
年
生
以
上
）　

講
師　

デ
ス
カ
イ
ザ
ー
&kuro

、DANBOX

　

料
金　

五
百
円

▼
現
代
ア
ー
ト
の
鑑
賞「
ス
マ
イ

ル
・
ワ
ー
ル
ド
／
未
確
認
浮
遊
物

体
」展
・
十
八
日
㈯
～
二
十
六
日
㈰

午
前
十
時
～
午
後
七
時　

内
容　

末
端
を
か
ざ
す
と
イ
ラ
ス
ト
が
動

き
出
す
！
？
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
！　

入
場
無
料　

※
特
別
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
十
八
日
㈯　

午
後
二

時
～
同
四
時
半　

申
込
要　

参
加

費　

百
円（
保
険
料
）

▼
ゆ
め
プ
ラ
プ
レ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル　

お

ん
が
く
の
じ
か
ん
」フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
特
別
企
画（
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

リ
コ
ー
ダ
ー
、ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を

使
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
出
）・

二
十
二
日
㈬　

午
前
十
時
半
開
演

　

料
金　

五
百
円（
一
ド
リ
ン
ク
付

き
）　

出
演
グ
ル
ー
プ　

オ
ル
ゴ
ー

ル　

演
奏
曲　

エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に

（
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
）、「
ド
ラ
ク
エ
」

序
曲
の
マ
ー
チ（
リ
コ
ー
ダ
ー
）他

◎
長
尾
児
童
館

▼
水
遊
び
・
一
日
㈬
～
十
二
日
㈰　

午
前
十
時
半
～
同
十
一
時
四
十
五

分
、午
後
一
時
～
同
三
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
水
遊
び
・
一
日
㈬
～
二
十
六
日
㈰

　

午
前
十
時
半
～
午
後
一
時
半

▼
夏
休
み
お
た
の
し
み
会
・
二
十
六

日
㈰　

午
後
二
時
～
同
三
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
水
遊
び
・
～
十
日
㈮
、十
八
日
㈯

～
二
十
四
日
㈮　

午
前
十
時
半
～

午
後
一
時
半

▼
ゲ
ー
ム
大
会
・
二
十
五
日
㈯　

午

後
一
時
～
同
三
時

◎
富
貴
児
童
館

▼
水
遊
び
・
～
二
十
六
日
㈰　

午
前

十
時
半
～
同
十
一
時
四
十
五
分
、午

後
一
時
～
同
三
時

▼
作
っ
て
み
よ
う
・
十
五
日
㈬　

午

後
二
時
～
同
三
時

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
火
星
人
か
ら
の
挑
戦
状
・
一
日

㈬
～
三
十
一
日
㈮　

ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
で
Ｕ
Ｖ
ラ
イ
ト
ペ
ン
を
購
入

し
て
目
に
見
え
な
い
火
星
人
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
い
て
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ

う
！　

対
象　

ど
な
た
で
も

▼
３
Ｄ
火
星
人
を
作
っ
て
み
よ

う
！
不
思
議
な
ア
ー
ト
ペ
ン
を

使
っ
て
立
体
の
火
星
人
を
作
っ
て

み
よ
う
！
・
①
一
日
㈬
～
三
日
㈮　

②
六
日
㈪
～
十
日
㈮　

③
十
三
日

㈪
～
十
七
日
㈮　

午
前
十
時
～
同

十
時
五
十
分　

定
員　

各
日
十
名

　

参
加
費　

二
百
円　

協
力　

名

古
屋
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科

　

安
田
・
遠
藤
研
究
室 

▼
半
田
星
空
観
察
会（
屋
上
観
測

所
に
て
）・
四
日
㈯　

午
後
七
時
半

～
同
九
時　

定
員　

六
十
名　

参

加
費　

大
人　

三
百
円　

小
人　

二
百
円

▼
火
星
で
の
暮
ら
し
を
考
え
て
み

よ
う
・
十
六
日
㈭　

午
後
二
時
～
同

三
時　

定
員　

十
五
名（
小
学
生
以

上
）　

参
加
費　

三
百
円　

協
力　

宇
宙
建
築
学
サ
ー
ク
ル
Ｔ
Ｎ
Ｌ

▼
丸
ご
と
一
日
・
ロ
ボ
ッ
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ

①
ロ
ケ
ッ
ト
と
飛
行
機
の
違
い
は

な
ん
だ
ろ
う
？
・
二
十
六
日
㈰　

★

ロ
ケ
ッ
ト
模
型
展
示　

午
前
十
時

～
午
後
五
時　

★
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
！

　

午
前
十
時
～
正
午　

定
員　

十
五
名（
中
学
生
～
高
校
生
）　

参

加
費　

五
百
円

◎
碧
南
白
竹
木
材

▼
パ
ス
テ
ル
シ
ャ
イ
ン
ア
ー
ト
体

験
・
二
十
五
日
㈯　

①
午
前
十
時
～

　

②
午
前
十
一
時
～　

③
午
後
一

時
～　

④
午
後
二
時
～　

⑤
午
後

三
時
～　

参
加
費　

千
五
百
円（
お

絵
か
き
体
験
の
み
）・
二
千
円（
お
絵

か
き
体
験
＋
オ
リ
ジ
ナ
ル
時
計
製

作
）　

定
員　

各
回
四
名（
要
予
約
）

▼
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
教
室
・
二
十
五

日
㈯　

①
午
前
十
時
～
正
午　

②

午
後
二
時
～
同
四
時　

参
加
費　

千
五
百
円　

定
員　

六
名（
小
学

四
年
生
以
上
・
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

　

壱
町
田
湿
地
に
ほ
ど
近
い
、

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
に
、
薄
青
色
の

き
れ
い
な
花
が
群
れ
咲
い
て
い

て
、
き
れ
い
だ
ナ
�
も
ら
っ
て

行
こ
か
ナ
。
家
の
庭
の
片
隅
に

で
も
植
え
た
ら
、
き
れ
い
だ
ろ

う
ナ
�
。
も
ら
っ
ち
ゃ
え
�
と

手
を
出
せ
ば
、
思
わ
ず
「
ア
イ

タ
タ
タ
ー
�
と
な
っ
て
、
手
を

引
っ
こ
め
る
」

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
美
し
い
花

な
の
に
、
手
を
出
し
た
ば
か
り

に
、
ア
イ
タ
タ
ー
と
、
手
を
引

っ
込
め
な
き
ゃ
な
ら
ん
の
か
と
、

じ
っ
く
り
眺
め
れ
ば
、
茎
は
勿

論
の
こ
と
、
花
の
柄
ま
で
に
、

ト
ゲ
が
つ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
じ
ゃ
あ
取
ろ
う
と
手
を

出
せ
ば
、
ア
イ
タ

タ
タ
ー
と
な
る
の

も
当
然
の
こ
と
だ

と
ば
か
り
、
手
を

ひ
っ
こ
め
る
。

　

そ
う
言
え
ば
、

こ
の
植
物
の
名
前

は
ワ
ル
ナ
ス
ビ
。

　

花
は
紫
色
で
ナ

ス
に
似
て
、
美
し

い
の
に
、
ト
ゲ
が

あ
る
ば
か
り
に
手

を
出
せ
ば
、
ア
イ

タ
タ
タ
ー
と
な
っ

て
、
思
わ
ず
手
を

ひ
っ
こ
め
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
つ

い
た
名
前
が
ワ
ル
ナ
ス
ビ
。

　

図
鑑
に
よ
れ
ば
、
ワ
ル
ナ
ス

ビ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
中

に
帰
化
し
て
い
る
多
年
生
草
本

で
あ
る
と
か
。

　

茎
や
葉
の
脈
上
や
花
序
な
ど

の
上
に
鋭
い
刺
が
あ
る
と
の
事
。

　

こ
れ
じ
ゃ
あ
、
美
し
い
花
だ

か
ら
チ
ョ
ッ
と
頂
こ
う
か
ナ
と

手
を
出
せ
ば
、
ア
イ
タ
タ
ー
と

な
る
の
は
致
し
方
な
い
ナ
ー
と

思
う
こ
と
、
し
き
り
で
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
壱 

町
田
近

く
の
田
ん
ぼ
は
美
し
い
。
壱 

町

田
湿
地
の
植
物
は
更
に
美
し
く

見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
、
ま
さ
に
壱
町
田
湿
地
開
放

の
時
期
。
周
辺
の
自
然
に
も
期

待
が
か
か
る
。

　

あ
と
は
壱
町
田
湿
地
を
守
る

会
の
人
逹
に
お
ま
か
せ
し
て
一

年
中
の
お
手
入
れ
と
な
っ
て
し

ま
う
が
、
そ
れ
も
仕
方
な
い
と

言
う
か
、
ぜ
ひ
、
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
だ
け
で
あ
る
。
今
年

も
亦
、
湿
地
の
美
し
い
花
々
を

見
せ
て
下
さ
い
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
五
九
）

原　
　
　
　

穣

ワ ル ナ ス ビ（ナス科）

こ
の
夏
の
私

　

私
、
４
才
。
生
ま
れ
て
４
回
目
の
夏
を
満
喫
中
。
と
、

言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、
少
々
疲
れ
ぎ
み
。
「
あ

な
た
の
笑
顔
は
素
敵
だ
わ
」
と
、
皆
に
言
わ
れ
る
私
の

笑
顔
も
今
は
お
休
み
中
。
実
は
私
、
２
週
間
く
ら
い
鼻

水
が
止
ま
ら
な
い
の
。
風
邪
ぎ
み
で
、
皆
が
心
配
し
て

く
れ
る
の
。
今
、
鼻
の
か
み
す
ぎ
で
鼻
が
痛
い
の
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
わ
。
鼻
が
痛
か
っ
た

ら
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鼻
水
を
押
さ
え
る
だ
け

に
す
る
と
、
痛
く
な
い
よ
と
。
や
っ
て
み
た
ら
、
痛
く

な
か
っ
た
わ
。
し
ば
ら
く
、
こ
う
し
て
鼻
を
か
め
ば
い

い
の
ね
。

　

暑
い
暑
い
夏
が
来
る
前
に
私
、
新
幹
線
で
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
出
掛
け
た
の
よ
。
天
気
が
良
か
っ
た

か
ら
、
途
中
で
富
士
山
も
見
え
た
わ
。
新
幹
線
の
中
か

ら
だ
け
れ
ど
、
富
士
山
は
大
き
か
っ
た
な
あ
。
大
き
す

ぎ
て
、
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
よ
。
新
幹
線
を
降
り
て
、

電
車
で
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
。
駅
を
降
り
た
ら
、

シ
ン
デ
レ
ラ
城
が
見
え
た
わ
。
早
く
、
シ
ン
デ
レ
ラ
に

会
い
た
い
わ
。
ミ
ッ
キ
ー
、
ミ
ニ
ー
、
ド
ナ
ル
ド
、
チ
ッ

プ
＆
デ
ー
ル
に
も
会
い
た
い
わ
。
足
取
り
も
軽
や
か
で
、

私
の
心
は
踊
っ
て
い
た
わ
。
オ
ム
ニ
バ
ス
、
蒸
気
機
関

車
に
乗
っ
た
わ
。
イ
ッ
ツ
・
ア
・
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド

は
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
と
世
界
を
一
周
す
る
の
。
ど
の
国
の
民
族
衣
装
も

素
敵
だ
っ
た
わ
。
私
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
シ
ン
デ

レ
ラ
の
ド
レ
ス
が
着
て
み
た
い
な
あ
。
夜
は
ナ
イ
ト
パ

レ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
わ
。
ア
ラ
ジ
ン
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、

ア
ナ
と
雪
の
女
王
の
ア
ナ
と
エ
ル
サ
…
私
の
大
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
。
こ
こ
は
夢
の
国
だ
わ
。
ナ
イ

ト
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
ら
、
す
ぐ
寝
て
、
翌
日
は
早

く
起
き
て
、
ミ
ッ
キ
ー
と
ミ
ニ
ー
に
会
い
に
行
こ
う
と

予
定
し
て
い
た
け
れ
ど
、
寝
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
だ
か

ら
、
ミ
ッ
キ
ー
と
ミ
ニ
ー
に
会
え
な
か
っ
た
わ
。
残
念

だ
け
れ
ど
、
仕
方
な
い
わ
。
ミ
ッ
キ
ー
モ
チ
ー
フ
の
ケ
ー

キ
も
美
味
し
か
っ
た
わ
。
ハ
ン
バ
ー
グ
も
食
べ
た
よ
。

　

来
月
は
バ
レ
エ
の
発
表
会
が
あ
る
の
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
猫
の
マ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
巾
着
を
も
ら
っ
た
の
。
巾

着
に
は
レ
オ
タ
ー
ド
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
る
。
私
の

今
の
目
標
は
、
こ
の
発
表
会
を
頑
張
る
こ
と
な
の
。
だ
っ

て
、
皆
が
見
に
く
る
か
ら
、
私
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
あ
…

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
来
て
く
れ
る
の
。

毎
日
の
猛
暑
続
き
で
ぐ
っ
た
り
の
私
だ
け
ど
、
ぐ
っ
た

り
と
し
て
い
ら
れ
な
い
の
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
う
な
ぎ

を
ご
馳
走
し
て
も
ら
っ
て
、
バ
レ
エ
頑
張
ら
な
く
っ

ち
ゃ
あ
（
笑
）
。
（
K
）

コルシカ島へ
6/9　コルシカ島へは、セントレアから週1便ルフトハンザ航空がフランクフルト経由で航行
しています。
朝出発しその日のうちにコルシカ、バスティア・ポレッタ空港へ到着します。
ローカル感たっぷりでタラップを降りると滑走路を歩いて入国しました。
空港でレンタカーを借りると一路Nonza（ノンザ）の村を目指します。グーグルマップで1時間
ということでしたので軽く見ておりましたら、これが、1,000ｍを超える山脈を山越えしないと
たどり着けない場所でした。
全くガードレールのないヘアピンカーブ山道なのに、どういうわけか制限速度70km。
地元の車はノーブレーキで突っ込んできます。今回のドライバーは海外運転が初体験の日
本画家、加藤氏でナビゲーターの私は助手席！！
丸一日かけて飛行機を乗り継ぎ、この1時間のジェットコースターのような山道には参りまし
た。
私は心中、無事についてくれ〜と本気で祈っておりました。
夜9時を過ぎたころやっと村が見えてきました。ライトアップされた教会を見た時はその美し
さに4人そろって感嘆の声を上げたほどです。
Cup Corseカップコルスという半島は１周100kmほど知多半島と同じくらいの大きさです。
しかしながらこの半島は1,000ｍを超える山脈が通っていて、さながら後ろに伊吹山がある
と思ってください。
この西側に位置するノンザの村は人口49人。交通の難所という点で観光客が押し寄せるこ
となく、擦れていない手つかずの知る人ぞ知るといった村でした。
ウェブサイトで探したノンザの家は偶然にもコルシカ大学の教授
で村長も兼ねているMattei氏の家でした。
16世紀に建てられた家は、1950 〜 60年代ヨーロッパの画家たち
のバカンス地として画家と深いかかわりのあるところでした。
50年の年を経て今度は日本の画家たちがやってくるというので村
を挙げて歓迎していただきました。
私たちはノンザの村にいる間に描いた絵を地元の作家とのコラボ
で展覧会をし教会でのコンサートと地元の人 と々交流会を設けフ
ランスのテレビ局から取材を受けました。
今まで40年近くヨーロッパ取材旅行を経験してきた師匠も初めて
の経験だと感激することしきりでした。
さて、Mattei氏の家は調度品はアンティーク家具であふれていて
趣のある内装で美しい家でしたが、この上なく階段が多いところで
した。
家に入るまでに15段。中は4階建てで一番上がキッチンと居間ま
で60段という造りです。
このコルシカ旅行中、一日平均 約9,000歩 登った階 約35階とい
う平坦な土地に暮らす我々には、きつい2週間でした。
コンビニもスーパーもありません。あるのは、ちょっとした食料品と
土産物を売るよろず屋のような小さな店が一軒だけ。
一番近いガソリンスタンドやスーパーは車で30分かかります。
当然小学校もないので子どもがその年齢になると大きな町や本
土に引越しし夏の間だけ帰ってくるという地域です。
７・８月だけは村の人口は600人を超えると言ってました。
しかし絵描きにとってこの村は秘密にしたいような美しい場所でし
た。
人々はどこで絵を描いていても声をかけてくれて、どこを向いても
絵になる場所がありました。
海はコバルトブルーで気候は温暖、湿り気がなく爽やかです。
今回の旅の間、観光で来ていた日本人に会うことはありませんでし
た。コルシカに来る日本人は珍しかったのでしょう。
最近日本のテレビでもやっとコルシカ島を取り上げることも出てき
ましたが、それでも島の首都アジャクシオと断崖絶壁の街ボニファ
シオがせいぜい。
北コルシカはまずアジアの観光客が行かないところでしょう。
私は、カップコルスをもっと知ってほしいと思う反面、内緒にしてお
いてこの素朴な村々がいつまでもこの美しさを保ってほしいと思っ
たりもします。
次回は、コルシカ島の歴史についてお話しをします。
フランステレビ取材の様子はYOUTUBEで公開されています。
https://youtu.be/Y86nfibA6Qw

美の回廊
水 野  伊 津 子 　「コルシカ島スケッチ旅行」
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借りた家から塔を臨む

スケッチ水彩画P8ノンザにて

スケッチ水彩画P8ノンザにて
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